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要 約

岡山和牛の食味の向上に向け、肥育牛 2,528 頭(去勢 1,550 頭、雌 978 頭)のオレイン

酸及び一価不飽和脂肪酸(MUFA)を食肉脂質測定装置を用いて測定し、育種価評価を行っ

た。

岡山和牛の筋間脂肪中の脂肪酸に占めるオレイン酸及び MUFA 割合の平均値は去勢より

雌の方が高く、他県の報告と同様の傾向であった。また、オレイン酸及び MUFA の平均値

を(公社)全国和牛登録協会のデータと比較したところ、同程度であった。

育種価評価の結果、オレイン酸及び MUFA の遺伝率は 0.50 及び 0.51 であり、従来の産

肉形質６項目と同程度に高かったことから、遺伝的改良が可能と考えられた。育種価評

価においては、オレイン酸及び MUFA に対して性別、月齢並びに肥育農家の効果が認めら

れた。性別においては、雌が去勢よりオレイン酸で 1.52 ポイント、MUFA で 1.35 ポイン

ト高かった。また、月齢においては、出荷月齢に伴い上昇するものの、その増加量は徐

々に小さくなっていた。さらに、肥育農家による差が認められたことから、飼養管理の

影響が推察された。

個体の育種価を用いて、岡山和牛におけるオレイン酸及び MUFA の遺伝的趨勢を検討し

たところ、特に傾向は見られず、今後の改良が必要であると考えられた。また、従来の

産肉形質との関連を検討したところ、オレイン酸及び MUFA は枝肉重量とバラの厚さに対

して弱い負の相関が認められた。

以上のことから、岡山和牛におけるオレイン酸及び MUFA はこれまで改良傾向がないも

のの、遺伝率が高いことから今後の遺伝的改良が可能である。改良にあたっては、枝肉

重量やバラの厚さといった従来の産肉形質に留意する必要がある。
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緒 言

和牛枝肉の市場価格においては、脂肪交雑が特

に大きな価格形成の要因となっており、岡山和牛

においても脂肪交雑の改良が進んできた。一方、

消費者側からは、健康志向の高まりなどから、脂

肪交雑の多さだけではなく、食味に優れた和牛肉

を求める声も増えてきている。

牛肉の食味に影響する因子の一つに牛肉脂肪中

の脂肪酸組成がある。MUFA の一つであるオレイ

ン酸(C18:1)の割合は、牛肉の風味との相関が報

告されている１）。和牛肉においては、オレイン酸

を主体とした不飽和脂肪酸割合が高いことが食感

の柔らかさ、風味の好ましさ、口溶け、総合的な

おいしさにつながるという報告２）や、MUFA の割

合は甘い香りと正の相関があるという報告３）があ

る。

オレイン酸や MUFA の組成割合を高めることで、

岡山和牛の食味の向上につながると考えられる。

オレイン酸や MUFA については、種雄牛による差

がある４）５）ことや比較的高い遺伝率が推定されて

おり６）７）８）、遺伝的改良が可能と考えられる。し

かしながら、岡山和牛において、これらの形質の

遺伝率等は不明であるため調査を行った。また、

改良の指標として用いるにあたっては、他の形質

に与える影響等を考慮する必要があるため、従来

の産肉形質との相関についても検討した。

材料及び方法

１ 供試材料

岡山県営食肉地方卸売市場に 2013 年１月から

＊現 岡山家畜保健衛生所
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2018 年４月に出荷された肥育牛 2,528 頭(去勢

1,550 頭、雌 978 頭)を対象とした。なお、対象

牛は測定前日にと畜され１日冷却されたもののみ

とした。

２ 脂肪酸組成測定

食肉脂質測定装置((株)相馬光学、S-7010)を用

い、枝肉の第６～７肋骨間における筋間脂肪にて

オレイン酸、MUFA が脂肪酸に占める割合を測定

した。

３ 育種価算出

(公社)全国和牛登録協会に依頼し、最良線形不

偏予測(BLUP)法アニマルモデルにより次のとおり

算出した。

(１) 遺伝率の推定：AI-REML プログラム

(２) 育種価の推定：BLUP 法アニマルモデル

(３) 母数効果：性、出荷年月、と畜月齢(１次と

２次)、近交係数(１次)

(４) 変量効果：遺伝、農家、残差

４ 調査項目

(１) 脂肪酸組成

(２) 遺伝率

(３) 育種価評価

１) 性別、月齢、農家の効果

２) 遺伝的趨勢

脂肪酸組成の育種価が算出された繁殖雌牛につ

いて、生年別(2000 ～ 2013 年)に平均値の推移を

調査した。

３) 産肉形質育種価との相関

脂肪酸組成の育種価が算出され、かつ従来の産

肉形質育種価(岡山県第 48 回育種価)を持つ繁殖

雌牛 977 頭を用いて、育種価間の相関係数を求め

た。

５ 統計処理

脂肪酸組成における性別間の差の有意差検定に

は、Student の t 検定を用いた。

結果及び考察

１ 脂肪酸組成

筋間脂肪における脂肪酸中のオレイン酸及び

MUFA の組成割合を表１に示した。どちらも、去

勢より雌の方が高く、既報９）10）と同様の傾向であ

った。

また、(公社)全国和牛登録協会が複数県にわた

って本報と同じ方法で測定した結果では、オレイ

ン酸が去勢 54.2%、雌 56.1%、MUFA が去勢 59.4%、

雌牛 61.3%であり 11）、岡山和牛の測定結果と同程

度であった。

表１ 脂肪酸組成

２ 遺伝率

オレイン酸及び MUFA の遺伝率を表２に示した。

遺伝率はオレイン酸が 0.50、MUFA が 0.51 であっ

た。

これまでの報告では、本報より高い遺伝率が推

定されたもの６）８）や同程度のもの７）があるが、測

定方法や対象集団の違いによると思われる。測定

方法については、本調査で使用した食肉脂質測定

装置と比べ、ガスクロマトグラフを用いた理化学

分析による測定値から算出した方が遺伝率が高い

傾向にある 11）。

しかしながら、遺伝的改良が進んでいる従来の

産肉形質６項目における遺伝率(岡山県第 48 回育

種価)が、0.32(バラの厚さ)～ 0.57(推定歩留)で

あることから、同程度の遺伝率が推定されたオレ

イン酸及び MUFA においても、遺伝的改良が可能

と考えれられる。

表２ 遺伝率

３ 育種価評価

(１) 性別、月齢、農家の効果

性別の効果としては、オレイン酸、MUFA とも

に雌が去勢より高く、既報６）と同様であった。

本調査における差は、オレイン酸で 1.52 ポイ

ント、MUFA で 1.35 ポイント、雌が去勢より高か

った。

オレイン酸における月齢の効果を図１に示した。

オレイン酸は出荷月齢とともに上昇していくが、

その増加量は徐々に小さくなっていた。また、

MUFA においても、オレイン酸と同様の傾向であ

った。

このことから、出荷月齢が長いほど脂肪酸組成

としては良質になるものの、増加量が徐々に小さ

(頭、ヵ月、%)

性別 頭数 月齢 オレイン酸 MUFA

去勢 1,550 28.4±1.4 55.5±3.0 a 61.0±3.0 a

雌 978 29.5±1.5 57.1±2.7 b 62.5±2.7 b

全体 2,528 28.8±1.5 56.1±3.0 c 61.6±3.0 c

a,b：各項目において、異符号間に有意差あり（P<0.01）

遺伝分散 農家分散 残差分散 遺伝率

オレイン酸 4.20 0.82 3.45 0.50

MUFA 4.17 0.73 3.26 0.51
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くなっていくことから、生産コストとのバランス

を考慮した出荷時期の選定が必要と考えられた。

図１ 月齢の効果(オレイン酸)

オレイン酸における肥育農家の効果について、

10 頭以上の調査牛がある農家を図２に示した。

また、MUFA においても、オレイン酸と同様の傾

向であった。

農家による差が認められたことから、飼料や管

理方法などの違いでオレイン酸や MUFA の差が生

じると推察された。このことから、脂肪酸組成の

改良においては、遺伝的改良だけでなく、飼養管

理面からの改良も必要であると考えられた。

図２ 農家の効果(オレイン酸)

(２) 遺伝的趨勢

繁殖雌牛におけるオレイン酸の遺伝的趨勢につ

いて図３に示した。2000 年から 2013 年において、

繁殖雌牛のオレイン酸に遺伝的な傾向は認められ

なかった。また、MUFA も同様の傾向であった。

野儀ら６）は、３県における繁殖雌牛のオレイン

酸の遺伝的趨勢を調査し、各県で遺伝的傾向が異

なっており、交配された種雄牛の違いによると推

測している。岡山和牛においては、これまで交配

されてきた種雄牛の脂肪酸組成に特定の傾向がな

かったことが推察された。今後は、脂肪酸組成の

良好な種雄牛の選抜・交配を行い、繁殖雌牛集団

の改良を進めていくことが重要と考えられた。

図３ 繁殖雌牛におけるオレイン酸の遺伝的趨勢

(３) 産肉形質育種価との相関

脂肪酸組成及び従来の産肉形質を持つ繁殖雌牛

について、各形質の育種価間の相関係数を表３に

示した。

オレイン酸及び MUFA は、ロース芯面積、皮下

脂肪厚、推定歩留、脂肪交雑とは相関がなかった

が、枝肉重量とバラの厚さに対して弱い負の相関

が認められた。この結果から、岡山和牛において

オレイン酸及び MUFA のみに着目した改良を行う

と、枝肉重量及びバラの厚さへの悪影響が懸念さ

れるため、それらの形質に留意した改良が必要と

考えられた。

種雄牛の育種価を用いて育種価間の相関を調査

した報告では、オレイン酸は従来の産肉形質とは

無相関であるとの報告６）もある。一方で、オレイ

ン酸及び MUFA がバラの厚さに対して正の遺伝相

関があるとの報告８）もある。

本調査において、オレイン酸及び MUFA が枝肉

重量とバラの厚さに対して負の相関があった理由

は明確ではないが、調査対象集団の遺伝的背景の

違いが一因であると考えられた。

以上のことから、岡山和牛におけるオレイン酸

及び MUFA は、現状で他県と同程度と推察された

ものの、遺伝的な改良傾向は認められず、今後の

改良が必要と考えられた。また、オレイン酸及び

MUFA の遺伝的改良にあたっては、枝肉重量及び

バラの厚さに留意しつつ行う必要があると考えら

れた。

今後は、岡山和牛の食味の向上に向け、従来の

産肉形質に加えて、脂肪酸組成育種価を考慮した

種雄牛の選抜・交配が必要であるとともに、飼養

管理面からの改良も求められる。



表３ 脂肪酸組成及び従来の産肉形質の育種価間の相関係数

オレイン酸 MUFA 枝肉重量 ロース芯面積 バラの厚さ 皮下脂肪厚 推定歩留 脂肪交雑

オレイン酸  0.99 -0.35 -0.06 -0.27 -0.18  0.11  0.03

MUFA -0.35 -0.03 -0.26 -0.18  0.13  0.05

枝肉重量  0.30  0.66  0.33 -0.17  0.09

ロース芯面積  0.37 -0.18  0.78  0.60

バラ厚  0.17  0.22  0.35

皮下脂肪厚 -0.66 -0.16

推定歩留  0.57

脂肪交雑
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